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PD…S
パラレルドライブステージ® PD

繰返し位置決め精度

位置決め精度

ロストモーション

テーブル運動の平行度A

テーブル運動の平行度B

姿勢精度

真直度

バックラッシ

±0.002

－

－

－

－

－

－

－

駆動

テーブル・ベースの材質

センサ

精密ボールねじ

リニアウェイ（ボールタイプ）

潤滑部品「Ｃルーブ」内蔵

アルミニウム合金

－

Points
1
●独自構造により優れた作業性を実現

モータを並列に配置した、今までにないXYステージ
です。モータを一方向のみに配置しているため、配置
側を除いた任意の方向から容易に作業が可能です。
モータは定位置に固定されているので、テーブル稼
働時でも移動せず、干渉防止のためのスペース確保
も不要です。

2
●低断面で外観もシンプル

モータを並列配置にすることで、従来の多軸ステージ
と比較して極めて低い断面高さを実現しました。
可動部はケーブルレスで、ケーブルの取り回しはモー
タ側のみのため、配線処理を簡素化でき、全体構成の
シンプル化と省スペース化に貢献します。

3
●柔軟かつ多様なカスタマイズが可能

パラレルドライブステージ®PDは、非常に自由度の
高い設計が可能です。寸法変更や特殊仕様の追加な
ど、お客様のご要望にも柔軟に対応いたします。

パラレルドライブステージ®PDの動作説明

お客様のご要望に対して柔軟な対応が可能です。
清浄環境下での使用を想定したカバー付タイプなど、カタログに記載のない仕様にも対応いたします。ぜひIKOにご相談ください。

バリエーション

単位 mm

主な製品仕様 精 度　　

潤滑部品の内蔵

直動案内機器

XY方向

精密ボールねじ

ベース

P2軸

P1軸

Cルーブ　リニアウェイ

サーボモータ

テーブル

動作説明 イメージ図

P1軸、P2軸の両軸を同じ方向に回転させると
X方向にテーブルが移動します。

P1軸、P2軸の両軸を逆方向に回転させると
Y方向にテーブルが移動します。

P1軸もしくはP2軸のみ回転させると
斜め方向にテーブルが移動します。

備考
・上記の動作を組み合わせることで円弧運動など様々な動きも可能です。
・正転はボールねじ側からモータ本体を見る向きで右(時計方向)回りとなります。

正転

正転

反転

正転

反転正転

反転正転

反転

反転

正転

反転

反転方向

反転方向正転方向

正転方向

P1軸

P2軸

以下のQRコードより実際の動きを
動画でご確認いただけます。

サーボモータ
（2軸並列配置）

テーブル

周辺エリア

モータは定位置に固定
任意の方向から
アクセスが可能

可動部のケーブルレス化により、
周辺スペースの有効活用が可能
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呼び番号の配列例 1 2 1 3 4 5

PD 70 S / ATC01 G 1

形式1 Ⅱ̶381ページ

大きさ2 Ⅱ̶381ページ

モータアタッチメントの指定3 Ⅱ̶381ページ

ボールねじの種類4 Ⅱ̶381ページ

ボールねじのリード5 Ⅱ̶381ページ

PD…S：パラレルドライブステージ

70：テーブルの幅寸法

モータアタッチメントは表1より選択します。

・モータはお客様にてご用意いただきます。
・ご使用になるモータに適用するモータアタッチメントをご指定ください。
・表2に示すカップリングが本体に取り付けられて出荷されます。ただし、仮固定となっていますので、最終
位置調整はお客様にて行ってください。

G：研削ねじ

1：リード1mm

形式1

大きさ2

モータアタッチメントの指定3

ボールねじの種類4

ボールねじのリード5

呼び番号と仕様の詳細 　 　

表１ モータアタッチメントの適用

使用モータの形式
フランジ角

mm
モータ

アタッチメント

めねじ寸法

種類 メーカ シリーズ 形式
定格出力

W
等配 寸法 PCD

AC
サーボ
モータ

㈱安川電機 Σ-7/Σ-10
SGM7J-A5A/SGMXJ-A5A

50 □40 ATC01 4 M4 通し 46
SGM7A-A5A/SGMXA-A5A

三菱電機㈱ J4/J5
HG-MR053

50 □40 ATC01 4 M4 通し 46
HG-KR053/HK-KT053W

パナソニック（株） MINAS A6 MSMF5A 50 □38 ATC02 4 M3 通し 45
㈱日立産機システム AD ADMA-R5L 50 □40 ATC01 4 M4 通し 46

備考 モータの詳細仕様は、各モータメーカのカタログをご参照ください。

表２ カップリングの形式

モータ
アタッチメント

カップリングの形式 メーカ
カップリングのイナーシャ　JC

 ×10-5kg･m2

ATC01
XGT-19C-5×8 鍋屋バイテック会社 0.084

ATC02
備考　カップリングの詳細仕様は、メーカのカタログをご参照ください。

呼び番号 　 　

Ⅱ̶381 Ⅱ̶382

呼び番号と仕様の詳細　
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表3　諸特性

形式と大きさ
繰返し位置決め精度 

mm

有効ストローク 
mm

最高速度（1） 
mm/s

ボールねじリード 
mm

最大搭載質量（2） 
kg

X,Y方向 U,V方向 X,Y方向 U,V方向
PD70S ±0.002 ±10 ±7 50 35 1 5

注（1） モータ回転数が3000rpmの場合の値を示します。実際の最高速度は使用モータや負荷条件などに応じた運転パターンの検討が必要です。
 （2） 質量はテーブル中央位置に搭載したものとします。

パラレルドライブステージPD…Sを固定するための一般的な締付トルクを表4に示します。急加速や急減速が頻繁に加わる場合やモーメント
が負荷する場合には、表の値の1.3倍程度のトルクで締め付けることを推奨します。また、振動や衝撃がなく高い精度が必要なときは、表の値
よりも小さなトルクで締め付け、ねじの緩み止めのために接着剤を併用することを推奨します。

取付け 　 　

U

V

Y

X

モータアタッチメントの寸法 　 　

注（1） めねじ寸法は、Ⅱ-382ページに記載している表1モータアタッチメントの適用をご参照ください。

注（1） 取付けねじのねじ込み深さが長すぎるとテーブルの走行性能に悪影響を与えますので、ねじ穴深さより長いボルトを挿入しないでください。
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4-M3（1）
深さ6

6-M4用ざぐり穴

有効ストローク範囲

(ストローク中央)

M10 通し

表4　ねじの締付トルク（1） 単位　N・m

締付対象 ねじの呼び 締付トルク

PD…S テーブルおよびベース
M3 ×0.5 1.2
M4 ×0.7 2.7

モータアタッチメント M3 ×0.5 1.2
カップリング XGT-19C-5×8 M2 0.5（2）

注（1）　六角穴付きボルトを使用した場合の参考値です。
　（2）　メーカ推奨値となります。

PD70S

ATC01
ATC02

Ⅱ̶383 Ⅱ̶384

 パラレルドライブステージ®PD 　� 　諸特性 　 　
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